
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度　　　〇は賛成　●は反対　ーは棄権 賛成 反対

山

岡

光

広

岡

田

重

美

西

山

実

谷

永

兼

二

橋

本

恒

典

西

村

慧

瀬

古

幾

司

西

田

忠

出

口

雅

之

古

賀

友

康

戎

脇

浩

田

中

喜

克

小

倉

剛

奥

村

則

夫

北

田

麗

子

中

島

裕

介

冨

増

力

章

堀

郁

子

木

村

眞

雄

糸

目

仁

樹

福

井

進

村

木

慶

太

郎

長

源

一

若

狭

健

太

令和７年度一般会計決算の認定 市長 田中　喜克 西山　　実 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度国民健康保険特別会計決算の認定 市長 木村　眞雄 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和７年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 市長 北田　麗子 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

令和７年度介護保険特別会計決算の認定 市長 瀬古　幾司 山岡　光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

その他５件の決算認定及び４件の補正予算 市長 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

５件の条例改正 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

1件の条例制定と８件の条例改正、6件の補正予算 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

化学物質過敏症に関する対策強化を求める意見書 堀　　郁子 堀　　郁子 中島　裕介 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● ○

「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化および防災体制の抜本的強化を求
める意見書

木村　眞雄 木村　眞雄 北田　麗子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● ○

日本国憲法を守り、対話と包摂の平和外交を求める意見書 西山　実 岡田　重美
小倉　　剛

出口雅之
否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

トランプ政権によるICC所長に対する「制裁」の撤回を求める意見書 山岡　光広 西山　実
奥村　則夫

西田　　忠
否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇

多文化共生のための社会基盤整備を求める意見書 岡田　重美 山岡　光広 小倉　　剛 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇

特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の更なる対策強化を求める意見書 西村　　慧 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オウム真理教に対する観察処分の期間更新を求める意見書 産建委員長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲賀市政治倫理条例の遵守を求める決議 瀬古　幾司 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 = 〇 〇 〇 〇

討論なし

討論なし

討論なし
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席
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討論なし

討論なし

共産党
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山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 

Fax 66-0696 

西山 実 
水口町本丸 3-28 

℡ 62-3044 

Fax 62-3044 

 

 野洲川上流の土山町南土山地先で計画

されている県内最大規模の産業廃棄物処

分場建設をめぐって「建設許可するな」

と反対の声が広がっています。野洲川土

地改良区が「絶対反対」のノボリや横断

幕を作成、土山町を中心に署名運動も広

がっています。 
 日本共産党甲賀市議員団は 8 月 21 日、

街ぐるみで産廃建設反対運動に取り組ん

でいる岐阜県高山市庄川地域を訪れ、取

り組みを学びました(写真)。同地域を中心

に 46,000 筆の署名が、また 115 キロ先の

庄川河口・富山湾を中心に 10 万筆を超え

る署名が岐阜県知事に届けられていま

す。 
 9 月議会では岡田重美議員が「建設予定

地は地滑り危険区域であり活断層もあ

る。自然環境と水質に多大な影響を及ぼ

すことは明らか」と指摘、岐阜県高山市

でも三重県伊賀市でも市長が反対表明し

ている事例を紹介しながら、「建設許可を

しないよう反対表明するべきではない

か」と岩永市長に求めました。 
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 ２０２６年９月定例議会は、８月２７日開会し、９月３０日まで開かれました。令和７年度決算

を軸に市民の要求実現と市政の問題点を指摘しました。日本共産党は、一般会計、国保・後期高齢

者医療、介護など４議案について理由を述べて反対しました。また７件の意見書が提案されました。

党議員団が提起した「多文化共生のための社会基盤整備を求める意見書」は、可決しました。 
 


